
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 日本福祉大学中央福祉専門学校 

設置者名 学校法人 日本福祉大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

教育・社会福祉 

専門課程 

介護福祉士科 
夜 ・

通信 
1,758時間 160時間  

 
夜 ・

通信 
   

 

 
夜 ・

通信 
 

 

 
 

 
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/course/kaigo/curriculum/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 日本福祉大学中央福祉専門学校 

設置者名 学校法人 日本福祉大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

学園 HPに掲載 http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yakuin/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 

国立研究開発法人国立

長寿医療研究センター

名誉総長 

2019.06.01 

～2023.05.31 

医療・保健福祉の

連携に関わる事業 

非常勤 
日本ガイシ株式会社 

特別顧問 

2017.04.01 

～2021.03.31 

産業界との連携に

関わる事業 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 日本福祉大学中央福祉専門学校 

設置者名 学校法人 日本福祉大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・全科目が介護福祉士国家試験受験資格の指定科目（必修）である。 

・いずれの科目も本校で採用する養成テキストの構成を踏まえて授業計画を立てる。 

・その上で専任教員による学科会議において科目ごとに変更や改善の必要性について

検討を行う。 

・専任教員担当科目は各教員が責任を持ってシラバスの作成に着手し、非常勤講師担

当科目については、委嘱の段階で必要な伝達事項を添えてシラバスの執筆も依頼。 

・学生向けには『学習ガイド』に掲載して新学期オリエンテーションで配布。 

・そのうえで公表用に一部修正（担当講師名の掲載可否の確認等）を行い、おおむね

5 月中にはホームページに掲載する。ただし 2019 年度は本申請に合わせて 7 月 25

日までに掲載の予定。 

 

※教育課程編成委員会において出された意見でシラバスに関わる内容のものは、学科

会議で協議のうえ、シラバスへの反映などの対応を想定している。 

授業計画書の公表方法 http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/course/kaigo/curriculum/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・前提として出席日数（講義科目は授業回数 2/3以上、実習は所定時間の 4/5以上）

を担保していない場合は成績評価の対象外となり、1 科目でも未修得の場合は進級

および卒業不可となるため、学修成果を挙げる前提として、出席・履修の取り組み

を詳細に把握し、日常的な指導を実施している。 

・成績評価の方法は、出席回数や受講態度が全科目について共通の評価軸にあり、課

題に応じたレポートや発表、制作物、期末試験（筆記、レポート、プレゼンや実技

等）を科目の性格や教育効果に鑑み、担当教員が設定する。 

・本校では、科目修得の可否を決める期末試験において次項で示す成績評価を行い、

一次考課が不合格であった場合、再試験を受験することができる。 

・また、本校が認める事由によって期末試験をやむを得ず受験することができなかっ

た場合、追試験を受験することができる。 

・受験時は全員に学生証の提示を求め、遅刻・中途退室についても厳格に管理してい

る。また、不正行為が発覚した場合、当該学年の全科目を無効とすることとし、厳

格かつ適正な成績評価に臨んでいる。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・成績評価 合格：A（100～80 点） B（79～70点） C（69～60点） 

     不合格：D（59点以下） 

・なお、欠席過多による失格や、受験を放棄した場合は成績評価の対象としない。 

・追試験の評価は合格（A・B・C）及び不合格（D）で判定するが、Dの場合にさらなる

追試験は実施しない。また、再試験の評価は合格（C）及び不合格（D）のみである。 

・成績の分布状況把握については、以下のように実施している。 

 

 A:5点 B:3点 C:1点 D:0点の修得単位数合計を総履修登録単位数で割り、算出

する。 

 本校は国家資格養成課程による全科目必修のため、成績分布状況の把握は進級また

は卒業する全員が同じ科目（数）をベースに比較・評価している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/course/kaigo/achievement/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

（１）尊厳と自立を支えるケアを実践する 

（２）専門職として自律的に介護過程の展開ができる 

（３）身体的な支援だけでなく、心理的・社会的支援も展開できる 

（４）介護ニーズの複雑化・多様化・高度化に対応し、本人や家族等のエンパワメン

トを重視した支援ができる 

（５）ＱＯＬ(生活の質)の維持・向上の視点を持って、介護予防からリハビリテーシ

ョン、看取りまで、対象者の状態の変化に対応できる 

（６）地域の中で、施設・在宅にかかわらず、本人が望む生活を支えることができる 

（７）関連領域の基本的なことを理解し、多職種協働によるチームケアを実践する 

（８）本人や家族、チームに対するコミュニケーションや的確な記録・記述ができる 

（９）制度を理解しつつ、地域や社会のニーズに対応できる 

（10）介護職の中で中核的な役割を担う 

専門職として以上の力量を備えるか、視座を持つことを目標とし、これらの学びを達

成した学生について卒業を認定する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/course/kaigo/achievement/ 

 

  



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 

学校名 日本福祉大学中央福祉専門学校 

設置者名 学校法人 日本福祉大学 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページ：「予算・決算」 
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html 

学内刊行物：「日本福祉大学 学園報」 

収支計算書又は損益計算書 
ホームページ：「予算・決算」 
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html 

学内刊行物：「日本福祉大学 学園報」 

財産目録 ホームページ：「予算・決算」 
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html 

事業報告書 ホームページ：「情報公開・財務に関する情報」 
http://www.n-fukushi.ac.jp/koukai/index.html 

監事による監査報告（書） ホームページ：「予算・決算」 
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

教育･社会福祉 専門課程 介護福祉士科 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼間 1,908単位時間 
938単位

時間 

520単位

時間 

450単位

時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,908単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

200人 86人 12人 6人 21人 27人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要）修業年限 2 年間で、年度ごとに前期・後期に分け、介護福祉士国家試験の受

験資格取得に必要な総時間数 1,850時間のカリキュラムを配置。授業は講義・演習・

実習の 3種類に分かれ、うち実習は 1年次に 2週間、2年次には 4週間を 2回行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要）講義・演習科目は出席率 2/3以上、実習は所定時間の 4/5以上の出席を前提

として期末試験等の成績評価の対象とする。合格：A（100～80 点）B（79～70 点）C

（69～60 点）、不合格：D（59点以下）で採点・評価する。D評価の科目は１回だけ

再試験、学校が認める事由により期末試験を欠席した場合は追試験を受けられる。 

卒業・進級の認定基準 

（概要）2 年次への進級及び卒業には当該年度の全科目を修得する必要がある（全科

目必修）。学習を通じて利用者（人間）の尊厳と自立など、介護・福祉専門職に必要

な視座を持ち、自律的な介護過程を展開できる力量など、認定基準を設けている。 

http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html
http://www.n-fukushi.ac.jp/koukai/index.html
http://www.n-fukushi.ac.jp/about/gakuen/yosan/index.html


  

学修支援等 

（概要）2年間ともクラス担任制を敷いている。教務主任、クラス別の実習指導、就

職指導をそれぞれ教員が分担し、学生生活から学習、実践、就職の課題をそれぞれき

め細かく支援している。独自の経済支援として入学金免除の入試奨学金を AO 入試等

一部の出願枠に設定するほか、実習費を除く全学費を社会福祉法人が出資する奨学金

制度がある。事務体制でも学科ごとに担当スタッフを置き、学生生活サポートに対応

している。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 37人 

（100％） 

6人 

（16.2％） 

30人 

（81.1％） 

1人 

（2.7％） 

（主な就職、業界等） 

介護施設（特別養護老人ホーム、病院、障害者支援施設、介護老人保健施設、通所介護

事業所） 

（就職指導内容） 

就職オリエンテーション、個人面接指導・模擬面接、マナー講座、履歴書・応募書類作

成指導（添削）、合同就職説明会、就職フェアへの参加奨励、進学希望者向けガイダン

ス これらを 2年次の 4月～9月にかけて実施 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

介護福祉士国家試験受験資格（平成 30年度受験結果：37 名受験 36名合格、97.2％） 

任意資格：介護保険事務士（2名取得）、認知症ライフパートナー（2名取得） 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

77人 7人  9.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、学習意欲・学業成績不振 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

成績不振者に対する個別指導、退学希望者に対するクラス担任と学科長による 2 段

階面談、学費支弁困難者からの相談対応 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

介護福祉

士科 
150,000円 600,000円 270,000円 

施設維持費：170,000円 

実習費：100,000円 

   円 円 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

大橋伸江 AO 入試・特別推薦入試奨学金（入学金を全額免除） 

社会福祉法人昭徳会奨学金（実習費を除く上記納付金を免除、同法人に 3年間勤務） 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

・今年度に先立ち「学校関係者評価委員会運営規則」を制定し、評価の実施方法や体

制については整備しており、現在は評価の材料を準備・整理し、前期中に評価委員を

委嘱し、今年度後期までに評価を実施したうえで公表する予定である。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

特別養護老人ホーム管理者 
2019.04.01 

～2021.03.31 
本校非常勤講師 

特別養護老人ホーム生活相談員 
2019.04.01 

～2021.03.31 
本校卒業生 

愛知県言語聴覚士会理事 
2019.04.01 

～2021.03.31 
職能団体 

   

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

2019 年度 9月までに公表する予定である。 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

http://www.n-fukushi.ac.jp/chuo/ 

 


